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東京ガス株式会社
2004年度中間決算説明会

2004年10月28日

このプレゼンテーションに掲載されている東京ガスの現在の計画、見通し、戦
略、その他の歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、こ
れらは現在入手可能な情報から得られた東京ガスの経営者の判断に基づい
ております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら業績見通しと
は大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を
与えうる重要な要素には、日本経済の動向、急激な為替相場、原油価格の変
動ならびに天候の異変等があります。
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　　1. 2004年度中間決算概要

　　2. 2004年度通期見通し

　　3. 主要計数表

このプレゼンテーション資料は当社ホームページ『IR情報』に掲載しております。
URL:http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_j.html
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2004年度中間決算ポイント

◆対前中間期比 増収増益　

・高気温の影響による家庭用ガス販売量

　　の減少
　・減価償却費等固定費の減
　　　

　・連結範囲の拡大
　　　　　（連結子会社18社+持分法適用関連会社1社
　　　　　　　　　　　　　　→連結子会社53社+持分法適用関連会社1社）
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中間決算総括（対前年実績）
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(億円)

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

274
444
471

5,141

FY04
中間実績

-3　

+2　

+9　

+179

連結範囲
拡大の影響

222
364

438
5,051

FY03
中間実績

+52（+23.6％）

+80（+21.8％）

+33（+7.7％）

+90（+1.8％）

増減

中間純利益

経常利益

営業利益

売上高

*従来の連結範囲で連結決算を行った場合との比較（04年度より連結範囲を18社→53社へ拡大）

（億円未満切捨て）
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中間決算総括（対見通し）
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+34（+14.2％）

+84（+23.3％）

+51（+12.1％）

-19（-0.4％）

対当初

240
360

420
5,160

当初見通し

240
360
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5,110

7/28見通し

+34（+14.2％）

+84（+23.3％）

+61（+14.9％）

+31（+0.6％）

対7/28

中間純利益

経常利益

営業利益
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（億円未満切捨て）
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売上高増減要因

不動産賃貸

+224億円

FY03 中間 FY04 中間(*)売上高には事業間の内部取引を含む

ガス

受注工事

ガス器具

その他

高気温の影響によ
る家庭用ガス販売
の減

（単位：億円）

ガス器具販売数量の減

新設工事件数の減

賃料の低下

連結範囲拡大に
よる売上増

ガス

-64
ガス器具

-31
受注工事

-8
不動産賃貸

-9

その他

+336

3,623

570

268
168

1,020

(*)Total　5,651
　　　　　　

3,687

601

276
177

684

(*)Total　5,427

内部取引相殺後
Total 5,051

内部取引相殺後
Total 5,141
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営業利益増減要因

不動産賃貸

+32億円

FY03 中間 FY04 中間(*)配賦不能営業費用を含まず

ガス

受注工事

ガス器具

その他

高気温に伴うガス
売上高の減を
固定費の抑制で
カバー

（単位：億円）

ガス器具販売数量の減

新設工事件数の減

賃料の低下

高気温に伴う地域冷
暖房の稼動増等

ガス

+35
ガス器具

-9
受注工事

-8 不動産賃貸

-9

その他

+25

645

32

-1

34

63

(*)Total　774
(*)Total　742

610

41
7

43
38

内部取引相殺後
Total 438

内部取引相殺後
Total　471
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ガス販売量実績（連結・対前年実績）

1,298 1,207

1,998 2,249

460
525

1,337
1,480

0
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4,000

5,000

6,000

FY03中間 FY04中間

百万m3

卸供給 +14.１ % （+65百万m3）
　・供給先事業者の引取量増加

商業用その他 +10.7% （+143百万m3）
・高気温の影響による空調需要の増
・新規および既存物件の順調な稼動

工業用 +12.6 % （+251百万m3）
　・発電専用向け需要の拡大
　・既存物件の順調な稼動

家庭用 -7.0% （-91百万m3）
　・高気温の影響による給湯需要の
　 減少

前年比 7.2％増(+3.7億m3）

[total:50.9億m3]

（百万m3未満四捨五入）

[total:54.6億m3]
<FY03中間実績→FY04中間実績　増減要因>
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ガス販売量実績（連結・対見通し）

1,274 1,220 1,207

2,060 2,179 2,249

513 520 525

1,449 1,454 1,480

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

当初見通し 7/28見通し FY04中間実績

百万m3

卸供給 +1.0% （+5百万m3）
・供給先事業者の引取量増加

商業用その他 +1.8% （+26百万m3）
・高気温の影響による空調需要の増
・新規および既存物件の順調な稼動

工業用 +3.2 % （+70百万m3）
・発電専用向け需要の拡大
・既存物件の順調な稼動

家庭用 -1.1% （-13百万m3）
・高気温の影響による給湯需要の
減少等

対7/28見通し比 1.6％増(+0.8億m3）

[total:53.0億m3]

<7/28見通し→FY04中間実績　増減要因>

（百万m3未満四捨五入）

[total:54.6億m3][total:53.8億m3]

+3.1%+1625,4605,298合計

+2.3%+12525513卸供給

+2.1%+311,4801,449商業用その他

+9.2%+1892,2492,060工業用

-5.3%-671,2071,274家庭用

対当初増減FY04中間実績当初見通し　（参考）
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BS増減要因

流動資産

04年3月末 04年9月末

有形固定資産

投資等

無形固定資産

・連結拡大による増

（単位：億円）

・連結調整勘定の増

・連結範囲拡大
による消去額の増

有形固定資産

+84
無形固定資産

+40 投資等

-306 流動資産

+168

11,788

229
1,877

2,759

Total　16,655

11,704

188

2,184

2,591

Total　16,668

（資産の部）

・棚卸資産の増

-13億円



10

・上期末と下期末の季節差等
　による未払科目の減

BS増減要因

04年3月末 04年9月末

固定負債

資本

流動負債

・社債発行による増
　 *第25･26回債
　 +300億円

・退職給付引当金の減
*-80億円

（単位：億円）

･利益剰余金の増
　 *+275億円

・自己株式取得による減
　　*04/8： 49.6百万株　　
　　　　　　 -200億円

固定負債

+11
流動負債

-103 資本

+39 (*)Total　16,655Total　16,668

7,354

3,193

6,023

（負債および資本の部）

7,343

3,297

5,984 

-13億円
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◆対前期比 増収増益（経常利益ベース）　

・猛暑による家庭用ガス販売量の減

　・原油価格高騰による原材料費の増　　

　　　　　　　　　　
　

　・経営全般にわたる*コストダウンにより
料金引下げ前で当初の目標利益水準を達成　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　*電化対抗原資など政策的に必要な費用は追加投入

2004年度通期見通しのポイント

2005年1月1日より料金引下げを予定
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通期見通し（対前年実績）
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0
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800

1,200
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利益
(億円)

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

+20　+433（+96.5％）880447当期純利益
―-3.29109.90113.19　　為替（円/＄）

―+7.9437.3729.43　　原油（＄/bbl）

1,340
1,440

12,210

FY04
見通し*

+30　

+30　

+600　

連結範囲
拡大の影響**

1,310
1,522

11,518

FY03実績

+30（+2.2％）

-82（-5.4％）

+692（+6.0％）

増減

経常利益

営業利益

売上高

*   この見通しには今年度予定している料金引下げの影響を織り込んでいません

** 従来の連結範囲で連結決算を行った場合との比較（04年度より連結範囲を18社→約53社へ拡大）

（億円未満切捨て）
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通期見通し（対見通し）
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-0.04-0.10109.90109.94110.00　　為替（円/＄）

+20（+2.3％）+20（+2.3％）880860860当期純利益

37.37

1,340
1,440

12,210

FY04
今回見通し

33.24

1,310
1,430

12,040

7/28見通し

+7.37

+30（+2.3％）

-10（-0.7％）

+240（+2.0％）

対当初

30.00

1,310
1,450

11,970

当初見通し

+4.13

+30（+2.3％）

+10（+0.7％）

+170（+1.4％）

対7/28

　　原油（＄/bbl）

経常利益

営業利益

売上高

（億円未満切捨て）
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売上高増減要因

不動産賃貸

+859億円

FY03 FY04 見通し(*)売上高には事業間の内部取引を含む

ガス

受注工事

ガス器具

その他

･工業用、業務用
ガス販売の順調な

　伸びによる増
・高気温の影響
による家庭用
ガス販売の減

（単位：億円）

ガス器具販売数量の減

新設工事件数の減

賃料の低下

連結範囲拡大に
よる売上増

ガス

+84
ガス器具

-85 受注工事

-51 不動産賃貸

-34

その他

+947

8,395

1,253

629
320

2,668

(*)Total  13,265　

　　　　

8,311

1,338

680
354

1,721

(*)Total　12,406

内部取引相殺後
Total　11,518

内部取引相殺後
Total 12,210 
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ガス器具販売数量の減

営業利益増減要因

不動産賃貸

-107億円

FY03 FY04 見通し(*)営業利益には配賦不能営業費用を含まず

ガス

受注工事

ガス器具

その他

・原油価格高騰に伴う
スライドタイムラ グ
の大幅悪化

・減価償却費、諸給与等
固定費の減

（単位：億円）

新設工事件数の減

賃料の低下

連結範囲拡大に
よる影響

ガス

-54 ガス器具

-35
受注工事

-34
不動産賃貸

-26

その他

+44

1,839

44
10
52
156

(*)Total　2,101
(*)Total　2,208

1,893

79
44
78
112

内部取引相殺後
Total　1,522　　

内部取引相殺後
Total　1,440
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ガス販売量見通し（連結・対前年実績）

3,292 3,255

4,201 4,424

2,695 2,916

1,030
1,127

0

3,000

6,000

9,000

12,000

FY03実績 FY04見通し

百万m3

卸供給 +9.4 % （+97百万m3）
・供給先事業者の引取量増加

商業用その他 +8.2% （+221百万m3）
・高気温の影響による空調需要の増
・新規および既存物件の順調な稼動

工業用 +5.3 % （+223百万m3）
・発電専用向け需要の拡大
・既存物件の順調な稼動

家庭用 -1.1% （-37百万m3）
・高気温の影響による給湯需要の
減少

前年度比4.5％増
(+5.0億m3）

[total:112.2億m3]
<FY03実績 →FY04見通し　増減要因>

（百万m3未満四捨五入）

[total:117.2億m3]
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ガス販売量見通し（連結・対見通し）

3,323 3,269 3,255

4,185 4,354 4,424

2,881 2,890 2,916

1,116 1,124 1,127

0

3,000

6,000

9,000

12,000

当初見通し 7/28見通し 今回見通し

百万m3

卸供給 +0.3 % （+3百万m3）
・供給先事業者の引取量増加

商業用その他 +0.9% （+26百万m3）
・高気温の影響による空調需要の増
・新規および既存物件の順調な稼動

工業用 +1.6 % （+70百万m3）
・発電専用向け需要の拡大
・既存物件の順調な稼動

家庭用 -0.4% （-14百万m3）
・高気温の影響による給湯需要の
減少

7/28見通し比 0.7％増
(+0.8億m3）

[total:115.1億m3]

<7/28見通し →今回見通し　増減要因>

（百万m3未満四捨五入）

[total: 116.4億m3] [total:117.2 億m3]

1.9%21711,50511,722合計

1.0%111,1161,127卸供給

1.2%352,8812,916商業用その他

5.7%2394,1854,424工業用

-2.0%-683,3233,255家庭用

対当初当初見通し今回見通し　(参考)
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主要経営目標の見通し
（ＴＥＰ≒東京ガス版ＥＶＡ）

（有利子負債残高）

1,110 1,050

842

0

200

400

600

800

1000

1200

FY03実績 FY04見通し FT07目標

億円

6,2706,540
6,827

0

2,000

4,000

6,000

8,000

FY03実績 FY04見通し FT07目標

億円

5.3
3.9

2.7
1

2

3
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5

6

FY03実績 FY04見通し FT07目標

%
（ＲＯＡ ）

-31

384

100

-50

0

50

100

150
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350

400

FY03実績 FY04見通し FT07目標

億円

■WACC：03年度4.5%、04年度見通し4.5%

・有利子負債コスト：2.23%（税引後）、3.5%（税引前）

・株主資本コスト：6.5%（=3.5%（ﾘｽｸﾌﾘｰﾚｰﾄ）+0.75（β値）×4%（ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑ））
■FCF=当期利益+附帯・長前込み減価償却費-設備投資

（フリーキャッシュフロー）

※04年度より連結子会社数を18社→53社へ変更　　　　　　　※ 赤線はフロンティア2007で掲げた5ヵ年平均目標　

3.4%

60億円

970億円

■ROA=当期利益/総資産（期首・期末平均）
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3．主要計数表
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主要計数表(中間期-①)

23.4

36.73

109.80

5,460

23

274

444

471

3,623

5,141

FY04
中間実績

+1.6%+3.1%+7.2%5,3755,298 5,093ガス販売量（百万㎥）

対7/28対当初対前年7/28
見通し

当初

見通し

FY03
中間実績

23.4

34.49

109.88

―

240

360

410

3,599

5,110

22.7

30.00

110.00

―

240

360

420

3,629

5,160

21.7

28.43

118.08

-19

222

364

438

3,687

5,051

+1.7

+8.30

-8.28

+42

+23.6%

+21.8%

+7.7%

-1.7%

+1.8%

+14.2%+14.2%純利益

+2.24+6.73原油（$/bbl）

±0+0.7気温（℃）

-0.08-0.20為替（円/US$）

――ＴＥＰ

+23.3%+23.3%経常利益

+14.9%+12.1%営業利益

+0.7%-0.2%　　ガス売上高

+0.6%-0.4%売上高

（億円）
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主要計数表（中間期-②）

10.22

4.6%

1.6%

480

687

481

205

274

7,222

36.2%

6,023

16,655

FY04
中間実績

+105.0%+105.0%-17.7%100100249投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(d)＝(f)－ (e)

+14.2%+14.2%+23.6%240240222利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ(c)

――-6.2%――7,697有利子負債残高

―――――35.2%株主資本比率(b)/(a)

対7/28対当初対前年7/28
見通し

当初

見通し

FY03
中間実績

―

―

―

340

670

570

―

―

―

―

―

340

670

570

―

―

8.10

3.8%

1.3%

472

757

507

5,757

16,341

+2.12

+0.8%

+0.3%

+1.7%

-9.2%

-5.0%

+4.6%

+1.9%

+41.2%+41.2%ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(c) + (d)

――EPS(円)

――ROE： (c) / (b)

――ROA ：(c) / (a)

+2.5%+2.5%　減価償却(f)

-15.6%-15.6%　設備投資(e)

――株主資本(b)

――総資産(a)

（億円）

(注）ROA=当期純利益／総資産（期首・期末平均）, ROE=当期純利益／株主資本（期首・期末平均）
　　 EPSの分母は期中平均株数
　　 ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ={利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（当期純利益）}＋{投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ[（減価償却費）-（設備投資）]}
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主要計数表(通期-①)

17.2

37.37

109.90

11,722

384

880

1,340

1,440

8,395

12,210

FY04
見通し

+0.7%+1.9%+4.5%11,63711,50511,218ガス販売量（百万㎥）

対7/28対当初対前年７/28
見通し

当初

見通し

FY03
実績

17.2

33.24

109.94

346

860

1,310

1,430

8,340

12,040

16.8

30.00

110.00

346

860

1,310

1,450

8,260

11,970

16.3

29.43

113.19

-31

447

1,310

1,522

8,311

11,518

+0.9

+7.94

-3.29

+415

+96.5%

+2.3%.

-5.4%

+1.0%

+6.0%

+2.3%+2.3%純利益

+4.13+7.37原油（$/bbl）

±0+0.4気温（℃）

-0.04-0.10為替（円/US$）

+ 38+38ＴＥＰ

+2.3%+2.3%経常利益

+0.7%-0.7%営業利益

+0.7%+1.6%　　ガス売上高

+1.4%+2.0%
売上高

（億円）
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主要計数表（通期-②）

33.17
14.2%
5.3%

1,110
1,430
1,200

230
880

6,540
39.3%
6,440

16,370

FY04
見通し

+43.8%+43.8%-41.6%160160394投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(d)＝(f)－ (e)

+2.3%+2.3%+96.9%860860447利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ(c)

-3.7%-3.7%-4.2%6,7906,7906,827有利子負債残高

+0.9%+0.9%+2.5%38.4%38.4%35.9%株主資本比率(b)/(a)

対7/28対当初対前年7/28
見通し

当初

見通し

FY03
実績

31.82
13.8%
5.1%

1,020
1,423
1,263

6,440
16,770

31.81
13.8%
5.1%

1,020
1,423
1,263

6,440
16,770

16.44
7.6%
2.7%

842
1,468
1,074

5,984
16,668

+16.73

+6.6%

+2.6%

+31.8%

-2.6%

+11.7%

+7.6%

-1.8%

+8.8%+8.8%ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(c) + (d)

+1.35+1.36EPS(円)

+0.4%+0.4%ROE： (c) / (b)

+0.2%+0.2%ROA ：(c) / (a)

+0.5%+0.5%　減価償却(f)

-5.0%-5.0%　設備投資(e)

±0%±0%株主資本(b)

-2.4%-2.4%総資産(a)

（億円）

(注）ROA=当期純利益／総資産（期首・期末平均）, ROE=当期純利益／株主資本（期首・期末平均）
　　 EPSの分母は期中平均株数
　　 ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ={利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（当期純利益）}＋{投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ[（減価償却費）-（設備投資）]}


